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  ［Abstract］
Factor Structure of Flow States Experienced by Brass Band Play-
ers During Group Performances

In order to clarify the characteristics of the flow state that brass band 
players experience during performances, a survey was conducted among 
players who had more than one year of brass band experience. We col-
lected items related to the flow state during a wind band performance, 
added items extracted from previous studies, and designed a question-
naire specifically for the players. Subsequently, 214 players completed the 
questionnaire. Thereafter, factor analysis was conducted to clarify the 
factor structure of the flow state during performances. The results re-
vealed that characteristics of the flow state experienced by brass band 
players during performances included satisfaction with demonstrating 
one’s abilities, a sense of harmony with one’s surroundings, and a sense 
of immersion. Of these, a sense of harmony with one’s surroundings is a 
feeling that is unique to brass bands. In addition, sound feedback during 
the performance of a piece of music may be related to the factors that 
cause the flow state in group performances. It is recommended that fur-
ther research should be conducted to explore the qualitative differences 
in flow states between solo and group performances so as to shed light on 
the characteristics of the flow states experienced by individual players in 
group performances.

はじめに

　本研究の目的は，吹奏楽の奏者が演奏中に
経験する “ フロー (Flow)” 状態の特性を明ら
かにすることである。
　2000年以降，心理学の新たな分野とし
て，ポジティブ心理学 (positive psychology)
が注目されるようになってきた。ポジティ
ブ心理学とは，人間の弱点や欠点を矯正す
ることよりも，長所や興味および関心を

伸長させることに重点を置く心理学である
(Csikszentmihalyi & Nakamura, 2003)。これ
は，20世紀の心理学の方向性がネガティブ
な側面に偏りがちであったことへの反省から
生まれた，心理学全体に関わる学問的な運動
であるとも考えられている (島井 , 2006)。
　このポジティブ心理学において最も盛ん
に研究されている心理現象の一つに “ フロ
ー (flow)” がある (浅川 , 2006)。フローとは
Csikszentmihalyi(1975) により提出された概
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念で，一つの活動を行う際の内発的に動機
づけられた，時間感覚を失うほどの高い集
中力，楽しさおよび自己の没入感覚で表現さ
れるような意識の状態あるいは経験をさす。
Jackson and Csikszentmihalyi(1999) に よ れ
ば，フローを経験している際の心理状態は，
1) 挑戦と技能のバランス，2) 行為と認識の
融合，3) 明確な目標，4) 明瞭なフィードバ
ック，5) 目前の課題への集中，6) コントロ
ール感，7) 自我意識の喪失，8) 時間感覚の
変化および9) オートテリックな体験という9
つの要素で表されるという。
　このようなフローを評価する尺度に，ア
スリートに対するインタビューを基に作成
された「FSS(Flow State Scale)」(Jackson & 
Herbert, 1996) がある。この FSS は，上述し
た心理状態の9つの要素と強く関連している
ことがわかっており，これを基に作成された
日本語版 FSS(川端・張本 , 2000) はスポーツ
分野の研究において広く使用されている(た
とえば , 小島 , 2005, 2006; 杉山・猪俣 , 2003
など)。
　こうした FSS に見られるように，フロー
研究は当初，主にスポーツ分野において盛ん
に行われており，その成果は競技中のメンタ
ルトレーニングなどに応用されてきた(たと
えば , 高妻 , 2002; Timothy, 1997など)。とこ
ろが，近年になってその対象が拡大し，他の
領域でも応用され始めている。その一つが楽
器の演奏場面である。辻 (2009) は，楽器演
奏中のフロー状態を“揺らがず，とらわれず，
のよい心の状態 ” と説明し，このフロー状態
を経験するためのトレーニングを提案してい
る。具体的には，他者に対して尊敬や応援お
よび感謝の気持ちを持つことや，行為に集中
しようと自分にいい聞かせること，さらにそ
うした思考をあらゆる場面で繰り返すことな
どがそれにあたる。そして，こうしたトレー
ニングを繰り返すことによって，演奏場面に
おいてもプレッシャーや恐れおよび欲などの

感情的揺らぎを取り除くことができ，フロー
状態に近づくことが可能になるという。
　本研究では，楽器演奏中に奏者が経験する
こうしたフロー状態の特性を明らかにするこ
とを目的として，探索的な調査を行った。本
研究では，数ある演奏形態の中でも，特に吹
奏楽を扱うこととした。その理由は，日本に
おいて吹奏楽は小学校から大学まで広く普及
しており(椎山 , 2006)，多くの人にとって非
常に馴染みのある演奏形態であるからであ
る。また，吹奏楽は様々な楽器を演奏する奏
者によって構成されるため，特定の楽器に限
定されない，より一般的な演奏中のフロー状
態の特性を見いだせることも期待できる。さ
らに，吹奏楽は複数の奏者によって構成され
るため，個々人の特性や能力に加えて，自身
と他者との関係をより明確に意識する必要が
ある。したがって，吹奏楽の演奏中における
フロー状態の特性を明らかにすることで集団
内で個人が経験するフローの解明に繋がり，
集団全体がフロー状態になる，いわゆる “ グ
ループフロー ” とはまた違った知見が得られ
ることが期待できる。
　吹奏楽の奏者が演奏中に経験するフロー状
態の特性を明らかにするために，以下の2つ
の条件を設けた。まず，調査対象者は吹奏楽
歴が1年以上である奏者とした。なぜなら，
演奏活動の場合，初心者ではフローを経験す
ることが難しい(島井 , 2009) とされているた
めであった。さらに，演奏場面を本番の演奏
中に限定した。このように限定した理由は，
演奏中にフローを経験するためには，聴衆と
それに伴う現実の重大な失敗というリスクが
必要であり (Sawyer, 2007)，奏者は練習中に
比べて本番の演奏中にフローを経験しやすい
と考えられるからであった。
　本研究では2つの調査を行った。調査1で
は，吹奏楽奏者のフロー状態に特化した質問
項目を収集し，質問紙を作成した。調査2で
は，調査1で作成した質問紙を用いて質問紙
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調査を行い，吹奏楽の奏者が演奏中に経験す
るフロー状態の特性を明らかにした。なお，
本研究では，吹奏楽を “ 指揮者を伴う，管打
楽器を中心とした集団演奏 ”と定義する。

調査1　吹奏楽奏者に特化した質問紙
　　　の作成

方法

　調査対象者　項目収集は，大学の吹奏楽
部の学生15名(男性3名，女性12名，平均年
齢19.8歳)から行った。調査対象者の担当楽器
は，Flute，Clarinet，Bass.Clarinet，Saxo-
phone，Trumpet，Horn，Trombone，Eupho-
nium，Tuba，Contrabass および Percussionで
あり，吹奏楽歴は3.5年～ 13年であった。
　手続き　吹奏楽におけるフローに関する項
目を収集するために，上記の学生15名に対し
て，自由記述式の質問紙調査を行った。質問
項目には，島井 (2009) を参考に，演奏中の
集中力に関する項目と，演奏後に演奏中を振
り返った際に感じる事柄に関する項目を設け
た。質問は全6項目であった。質問1は「あな
たが集中力を保って演奏を継続できるのは，
どのような場面ですか」であった。質問2は
「演奏終了後に振り返ると “ あっという間で
あった ” や “ 楽しかった ” と感じるようなと
き，演奏中のあなたはどのような状態であっ
たと思いますか。もしくは，どのような感情
を抱いていたと思いますか」であり，このよ
うな経験がない者は “ 経験なし ” と記入させ
た。質問3は「演奏終了後に振り返ると “ あ
っという間であった ” や “ 楽しかった ” と感
じられるのは，どうしてだと思いますか」で
あり，このような経験がない場合は想像して
回答するように教示した。以上の質問1 ～質
問3は調査対象者全員に回答させた。それ以
降の質問4 ～質問6は，質問1 ～質問3を回答
する際に “ 合奏場面 ” を想定していなかった

者のみに回答させた。質問4 ～質問6は，そ
れぞれ質問1 ～質問3に “ 合奏場面 ” を想定
して回答するように教示した以外は，まった
く同じものであった。
　そうして得られた自由記述式の質問紙調査
の回答から，本番の演奏中に関する記述を選
別し，類似した項目ごとにまとめた結果，合
計46項目が得られた。
　次に，フロー要素に則した項目を取り入れ
るために，川端・張本 (2000) と杉山・猪俣
(2003) それぞれから項目を抜粋した。まず，
それらの項目のうちスポーツに特化した項目
と活動前の状態を示している項目を除外し
た。次に，自由記述式質問紙の回答から得ら
れた46項目を含めた全ての項目の内容を検
討し，類似した項目を統合または一方を削除
した。その結果，川端・張本 (2000) から16
項目，杉山・猪俣 (2003) から26項目が抽出
され，自由記述式質問紙の回答から得られた
46項目を合計して88項目となった。項目の
時制は，川端・張本 (2000) に倣って，全て
過去形に統一した。また，文頭に主語があっ
た場合はその主語を削除して一般的な表現に
改めた。最後に，いくつかの項目に対して，
回答者が理解しやすいように最低限の加筆・
修正を加えた。以上の過程は，著者を含む3
名によって行った。そして，これらの項目そ
れぞれについて，“全く当てはまらない”を1，
“ よく当てはまる ” を7として7段階で評価さ
せる質問紙を作成した。
　質問紙の冒頭では，調査対象者にフロー状
態を踏まえた評定をさせるために，フローに
関する詳しい教示を行った。具体的には，「フ
ロー状態とは，その活動に没頭している状態
のことをいいます。こうした状態のとき，人
は集中力が非常に高まっています。また，そ
うした状態を経験した後には，とても充実感
を伴います。さらに，そうした活動を後にな
って振り返った際に，“ 時が経つのがあっと
いう間であった ” などといった感覚を覚えま
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す」というものであった。さらに教示では，
これまでの本番の演奏中に自分がフロー状態
になっている場面を想像しながら評価するよ
う指示した。最後に，調査2で使用する質問
項目を決定するために，この質問紙を使用し
て北星学園大学吹奏楽部の学生12名に対し
て調査を行った。この12名は項目収集に参
加した者の中から任意に選んだ者(男性3名，
女性9名，平均年齢19.7歳) であった。

結果と考察

　まず，評定平均値が3.5以下であった項目
を除外した。さらに，類似項目のうち，評定
値が近似していた項目を統合または一方を削
除した。以上の作業により，合計78項目が
得られた。これらの項目のうち，多義的に解
釈される恐れのある項目に対して，さらに加
筆・修正を加えた。そして，項目のランダマ
イズを行った。最後に，これらの78項目そ
れぞれについて“全く当てはまらない”を1，
“ よく当てはまる ” を7として7段階で評価さ
せる質問紙を作成し，これを調査2用の質問
紙とした。

調査2　吹奏楽奏者への質問紙の実施

方法

　調査対象者　調査時に，大学あるいは短期
大学において吹奏楽の活動を継続している大
学生および短期大学生214名 ( 男性75名，女
性139名，平均年齢19.9歳 ) であった。担当
楽器別人数の内訳は，Flute 21名，Oboe 4名，
Clarinet 38名，Bass.Clarinet 5名，Saxophone 
24名，Bassoon 2名，Trumpet 27名，Horn 
15名，Trombone 25名，Euphonium 14名，
Tuba 9名，Contrabass 9名および Percussion 
27名であった。吹奏楽歴は1.5年～ 18年であ
った (M = 7.1, SD = 2.66)。全員調査1に参加

していなかった。
　質問紙　調査1で作成した質問紙を用い
た。教示では，フロー体験を言葉にしよう
とする際には，記憶に残る最も価値のあ
る瞬間を必ず思い起こさせる (Jackson & 
Csikszentmihalyi, 1999) という知見を参考
に，演奏会やコンクールなど，これまでの本
番の演奏で，深く心に残っている場面を思い
浮かべながら回答するように指示した。また，
調査1で作成した評定項目の他に，“ あなた
は普段，本番の演奏場面で，どの程度演奏に
没頭していると感じますか ” という質問を設
けた。この項目は，“ 全く没頭していない ”
を1，“ 非常に没頭している ” を7として7段
階で評価させるものであった。
　手続き　調査では，次の2つのうち，いず
れかの方法をとった。1つ目は，各大学の練
習時に質問紙を配布し，その場で回答させ，
回収する方法であった。2つ目は，同様の方
法で配布し，調査対象者の自由な時間に回答
させ，後日回収する方法であった。

結果と考察

　分析にあたり，調査対象者214名のうち，
回答に不備のあった9名のデータをリストか
ら除外し，205名のデータを分析対象とした。
　まず，“あなたは普段，本番の演奏場面で，
どの程度演奏に没頭していると感じますか ”
という質問項目の評定平均と標準偏差を求め
( それぞれ M = 5.68, SD = 1.11)，さらに，
調査対象者が15名以上集まった7種類の楽器
担当者の評定に対して，楽器の種類を水準と
した1要因7水準の繰り返しのない分散分析
を行った。その結果，楽器要因の主効果は見
られなかった (F[1, 6] = 0.82, n.s., 図1)。こ
れによって，基本的には，楽器によるフロー
状態に違いはないと考えることができる。
　続いて，各項目の平均値を求めた。そして，
評定の平均値が4.00以下である項目を除外し
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た。これは，評定の平均値が７件法の中央値
である4よりも低い項目は，フロー状態の特
性とはいい難いと考えられるためであった。
　次に，残った65項目の評定について因子分
析 (主因子法，バリマックス回転 )を行った。
その結果，固有値1.0以上の因子が12因子ま
で抽出された。その後，スクリープロットか
ら解釈して因子数を3とし，再度分析を行っ
た。さらに，共通性が0.40未満であった項目
を除外して分析することを2回繰り返し，最
終的に43項目で分析を終えた。累積寄与率
は，55.36% であった。この43項目について
の分析結果を表1に示す。
　各因子の負荷量パターンから因子を解釈す
ると，第1因子には，「高いレベルのパフォー
マンスができていた」や「自分自身のことは
自分でコントロールできると感じていた」な
ど，奏者が自己の能力を発揮できたと感じて
いる項目が含まれていた。さらに，これらの
項目には，奏者の満足感が伴っていると考え
られた。このことから，第1因子を “ 自己能
力の発揮に対する満足感因子 ” と名づけた。
第1因子の寄与率は26.80% であった。
　第2因子には，「全員が一つの目標に向かっ
ていると感じられた」や「ステージ上の全員
が一体になっていた」など，奏者が周囲との
融和を感じていると考えられる項目が含まれ
ていた。このことから，第2因子を “ 周囲と
の融和感因子 ” と名づけた。第2因子の寄与
率は19.83% であった。
　第3因子には，「無我夢中だった」や「身
体が勝手に動いていた」など，奏者が感じ
ている自己の没我状態を表す項目が含まれ
ていた。このことから，第3因子を “ 没我状
態感因子 ” と名づけた。第3因子の寄与率は
8.73%であった。

総合的考察

　本研究の目的は，吹奏楽の奏者が演奏中に

経験するフロー状態の特性を明らかにするこ
とであった。
　調査1と調査2から選定された43項目の評
価項目を因子分析によって整理したところ，
吹奏楽の奏者が演奏中に経験するフロー状態
は，主に “自己能力の発揮に対する満足感 ”，
“ 周囲との融和感 ” および “ 没我状態感 ” と
いう3つの側面で構成されていることが明ら
かになった。
　まず，1つ目の “ 自己能力の発揮に対する
満足感 ” という構成要素について述べる。
この要素には，演奏場面において，自分自
身の能力を十分に発揮し，満足のいく演奏
ができたという実感に関する項目が多く含
まれていた。これは，自己の能力を十二分
に発揮させる挑戦に取り組んでいる際に
フローが生じやすいという，Jackson and 
Csikszentmihalyi(1999) の主張と合致してい
ると考えられる。また，川端・張本 (2000)
や杉山・猪俣 (2003) と共通した項目も多く
含まれていた。特に「高いレベルのパフォー
マンスができていた」や「焦らずにできた」
などといった項目は，杉山・猪俣 (2003) の
“ 高い効力感とはっきりとしたフィードバッ
ク ” から抜粋した項目と共通していた。演奏
本番は，そこに至るまでの練習の成果を一気
に発揮する必要があるという点で，競技場面
と共通していると考えることができる。かな
りの緊張を強いられるこのような状況におい

図1.　本番演奏中における没頭度の平均値．
なお，FlはFlute，ClはClar inet，Saxは
Saxophone，TpはTrumpet，
H r は H o r n ， T b は T r o m b o n e ， P e r c は
Percussionをそれぞれ表す．
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表1. 選定された43項目の因子分析結果
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て，納得のいくパフォーマンスを達成できた
ときに満足感と結果であるといえよう。
　また，この要素における下位項目には，「自
分の音がよく響いていると感じた」や「自
分の音が演奏に溶け込んでいると感じた」
などといった，“ 音 ” に関する項目が多く含
まれていた。これらの項目は，Jackson and 
Csikszentmihalyi(1999) が示すフロー中の心
理状態の9つの要素のうち，4つ目の「明瞭
なフィードバック」に関係すると考えられる。
Jackson and Csikszentmihalyi(1999) に よ る
と，フロー要素における明瞭なフィードバッ
クとは，競技場面において選手が受け取る，
パフォーマンスに関する外部からの刺激や自
身の動きと身体から得られる情報を意味す
る。これを演奏場面に置き換えて考えてみる
と，他の奏者が演奏した音と自身の演奏した
音がこれに相当すると考えられる。吹奏楽曲
は，独奏の楽曲とは違って，複数の奏者が演
奏した音が組み合わさることによって完成し
ていく。こうした演奏形態をとる吹奏楽にお
いて，個々の奏者が全員で一つの作品を演奏
することができるのは，他者が演奏した音と
自身の演奏した音の両方を知覚するという処
理を行っているからであろう。こうした “ 音
のフィードバック ” は，奏者が楽曲を演奏し
ている間中，途切れることなく連続的に行わ
れており，吹奏楽という集団演奏ならではの
特徴であるといえる。そして，このような同
時複数的な “ 音のフィードバック ” は，集団
演奏中にフローを生じさせる要因を明らかに
するための重要な要素となると考えられる。
　次に，2つ目の “ 周囲との融和感 ” という
構成要素について述べる。この要素には，奏
者が自己と周囲の人や物との融和を感じてい
ると考えられる項目が多く含まれていた。川
端・張本 (2000) や杉山・猪俣 (2003) におい
ては自己と周囲との関係を表す項目はほとん
どなかったということを考えると，この要素
は吹奏楽という集団内で個人が経験するフロ

ー状態に特徴的な要素といえよう。こうし
た “ 融和感 ” は，たとえば，フロー状態を経
験した競輪選手の「自分と自転車が一体にな
っている」という感覚や，バスケットボール
選手の「自分はチームの一部であり，チーム
に溶け込んでいる」という意識 (Jackson & 
Csikszentmihalyi, 1999) に通じる要素である
と考えることができる。特に，序論で述べた
“ 行為と認識の融合 ” という要素は，集団の
中においてはより他者との関係を重視する方
向にシフトし，結果として “ 周囲との融和 ”
という感覚に繋がっていくのかもしれない。
さらに「音の響きに包まれていると感じた」
という項目から，演奏により生み出される音
の響きが奏者の感じる融和の程度に何らかの
影響を与えている可能性があると考えられる。
　最後に，3つ目の構成要素である “ 没我状
態感 ” について述べる。この要素には，奏者
が感じている没我状態そのものを表す項目
が含まれていた。こうした感覚は，他領域
のフローについても，その概念を表現する
際に広く用いられている。たとえば，競技
中 (Jackson & Csikszentmihalyi, 1999; 小島 , 
2005, 2006; 杉山・猪俣 , 2003など ) や作品
製作中 (Getzels & Csikszentmihalyi, 1976)，
あるいは職務中 ( 小森谷 , 2008) などにおい
ても，フロー状態を経験するためには高い集
中や没頭が不可欠であるとされている。本研
究においてもこの構成要素が現れたことか
ら，演奏場面におけるフローもそれらと共通
したものであると考えられる。
　本研究の結果から，調査対象者の多くは本
番演奏の際に，演奏に深く没頭していること
も明らかになった。さらに，没頭の程度は奏
者が担当している楽器間で差がないことがわ
かった。つまり，主旋律や対旋律，伴奏やリ
ズム打ちなどに表れるような，楽器の種類や
音色，演奏中に音を発する “ 頻度 ” によって
も没頭の程度は変化しないということであ
る。本研究の結果を総合して考えると，集団
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で演奏を行う吹奏楽の奏者は，たとえ自分が
担当するパートが目立たなかったり演奏する
箇所が少なかったりしても，複数の奏者の演
奏が組み合わさることによって完成する一つ
の音楽を感じながら，自分たちの演奏に没頭
していると考えられる。
　本研究の結果から，吹奏楽の奏者が経験す
るフロー状態の特性は，主に3つの側面で構
成されていることがわかった。中でも2つ目
の構成要素に現れた “ 周囲との融和感 ” には
吹奏楽におけるフロー状態に特化した項目が
多く含まれていた。他の奏者との信頼関係を
深めたり，他の奏者と曲のイメージを共有し
合うことは，集団演奏中にフロー状態を生み
出す重要な要素であり，演奏技術だけではな
くこういった点を目標として練習を重ねるこ
とはよい心理状態を保った本番の演奏に繋が
ると考えられる。
　さらに，吹奏楽曲演奏中の “ 音のフィード
バック ” は，集団演奏中にフロー状態を生じ
させる要因と関係していると考えることがで
きた。“ 周囲との融和感 ” からも考えられる
ように，集団演奏中のフロー状態においては，
外部からの刺激である他者の音が特に重要で
あると考えられる。今後は，他者の音がない
状況と他者の音がある状況，つまり独奏と集
団演奏におけるフロー状態の質的な差異を体
系的に調べる必要があるであろう。たとえば，
同じメロディを独奏する場合と集団で演奏す
る場合におけるフロー状態の程度を，本研究
で収集した項目も活用しながら調べ，その結
果と今回の結果を比較することによって，集
団演奏場面において個々の奏者が経験するフ
ロー状態のより明確な特徴を明らかにするこ
とができるであろう。そして，これらの知見
を蓄積し，有機的に関連づけていくことによ
って，最終的に演奏中に目標とすべき心理状
態の解明に繋がることが期待できる。
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